
黒幻の陰陽師

翳鴉

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
黒
幻
の
陰
陽
師

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
６
４
９
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
翳
鴉

【
あ
ら
す
じ
】

　
い
つ
も
教
会
の
庭
の
木
で
寝
て
い
る
少
年
、
雛
雅
。
い
つ
も
自
由
気
ま
ま
に

し
て
い
た
が
、
あ
る
日
村
人
を
襲
う
妖
怪
が
現
れ
る
と
噂
で
聞
い
て
…
。

※
『
黒
幻
の
騎
士
』
と
繋
が
る
ス
ト
ー
リ
ー
。



2

プ
ロ
ロ
ー
グ

「
…
俺
は
…
…
死
に
た
く
な
い
…
。
」

≪
な
ら
、
お
主
の
対
価
を
払
え
。
≫

俺
は
人
間
が
大
嫌
い
だ
。

自
由
気
ま
ま
な
生
き
物
。

そ
れ
だ
け
で
腹
が
立
つ
。

「
雛
雅
！
下
り
な
い
と
危
な
い
ぞ
！
」

ひ
な
が

「
Ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
。
」

「
ま
た
寝
て
る
の
か
。
」

俺
が
も
っ
と
も
好
き
な
の
は
…
。

”
妖
”
だ
け
だ
。

俺
と
同
類
の
よ
う
な
存
在
だ
か
ら
。

平
鬼
　
雛
雅

ひ
ら
き

ひ
な
が

１
６
歳
の
男
。

生
意
気
で
冷
た
く
て
自
分
勝
手
。

人
間
が
大
嫌
い
で
妖
を
好
む
。

”
黒
幻
の
陰
陽
師
”
の
称
号
を
得
て
い
る
。

教
会
で
住
ん
で
い
る
。
体
が
弱
い
。

教
会
の
庭
の
木
が
大
好
き
。

悪
那
　
梗
式

あ
る
な

こ
う
し
き
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１
９
歳
の
男
。

明
る
く
て
誰
に
で
も
優
し
く
て
結
構
お
節
介
で
心
配
症
。

雛
雅
と
ず
っ
と
一
緒
に
居
る
。

雛
雅
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
と
言
え
る
存
在
？

お
兄
さ
ん
的
存
在
。
教
会
で
住
ん
で
い
る
。

雛
雅
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。

浜
村
　
美
麗

は
ま
む
ら

み
れ
い

１
６
歳
の
女
。

明
る
く
て
元
気
で
優
し
く
て
結
構
強
が
り
。

教
会
に
住
ん
で
い
る
。

雛
雅
と
梗
式
と
一
緒
に
居
る
。

妖
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
ら
し
い
。
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１
話
　
―
少
年
―

人
間
は
、
大
嫌
い
だ
。

「
ふ
わ
ぁ
～
…
あ
れ
？
雛
雅
は
？
」

「
い
つ
も
の
と
こ
ろ
だ
よ
。
」

「
分
か
っ
た
。
」

村
外
れ
に
あ
る
、
教
会
。

数
人
し
か
住
ん
で
い
な
い
。

だ
け
ど
、
若
い
村
人
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く
そ
の
教
会
に
遊
び
に
来
る
。

「
雛
雅
。
」

「
Ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
。
」

一
人
の
少
年
が
教
会
の
庭
の
木
で
眠
っ
て
い
た
。

「
俺
は
…
…
生
き
た
い
…
…
。
」

≪
な
ら
、
お
前
の
対
価
を
払
え
。
≫

パ
チ
ッ

「
…
…
。
」

少
年
が
目
を
覚
ま
す
。

「
雛
雅
。
」

「
梗
式
…
。
」
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「
ど
う
か
し
た
の
か
？
」

「
知
っ
て
い
る
か
？
こ
の
頃
の
村
の
噂
。
」

「
あ
ぁ
、
知
っ
て
る
。
」

「
村
人
を
襲
う
妖
怪
…
妖
は
そ
ん
な
事
し
な
い
。
」

「
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
」

「
！
？
…
ま
ぁ
、
い
い
け
ど
。
俺
今
日
一
日
村
に
居
て
る
か
ら
。
」

「
な
ら
、
俺
も
！
」

「
い
い
。
俺
一
人
の
方
が
目
立
た
な
い
し
、
お
前
が
傷
つ
く
事
も
な
い
だ
ろ
う

？
」

「
だ
け
ど
…
。
」

「
い
い
か
ら
、
こ
こ
に
居
ろ
。
」

「
雛
雅
！
！
！
」

雛
雅
が
村
に
向
か
っ
た
。

ガ
チ
ャ
ッ

「
あ
れ
？
雛
雅
雅
は
？
」

「
美
麗
。
村
に
行
っ
た
。
」

「
ど
う
し
て
？
駄
目
だ
よ
！
！
雛
雅
が
！
」

「
雛
雅
が
来
る
な
っ
て
言
う
か
ら
。
」

「
…
…
。
」

「
は
ぁ
～
。
美
麗
行
く
か
。
」

「
う
ん
！
」
ニ
コ
ッ

美
麗
と
梗
式
が
教
会
か
ら
、
村
に
向
か
っ
た
。

タ
ッ

「
妖
の
匂
い
が
す
る
。
」

雛
雅
が
鼻
で
嗅
ぐ
。

そ
し
て
、
雛
雅
を
見
た
村
人
た
ち
は
ざ
わ
め
き
始
め
る
。

「
教
会
の
奴
だ
。
」

「
何
し
に
き
た
ん
だ
？
」

「
妖
怪
を
連
れ
て
き
た
の
は
あ
い
つ
じ
ゃ
無
い
の
か
？
」
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「
何
で
、
こ
こ
に
？
」

「
気
持
ち
悪
い
。
」

「
…
…
。
」

雛
雅
は
無
視
し
て
い
た
。

そ
の
ま
ま
、
村
を
歩
い
て
い
た
ら
…
。

バ
ン
ッ
！
！

「
痛
ッ
！
…
。
」

雛
雅
の
頭
に
石
を
投
げ
て
く
る
幼
い
男
の
子
が
居
た
。

雛
雅
は
頭
に
怪
我
を
し
た
。

「
…
…
は
ぁ
…
。
」

だ
か
ら
人
間
は
嫌
い
だ
。

自
分
自
身
と
違
う
生
き
物
を
否
定
し
た
が
る
。

「
…
居
た
。
」

雛
雅
の
目
の
前
に
巨
大
な
妖
怪
が
現
れ
た
。

「
グ
ワ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
」

「
操
ら
れ
て
る
の
か
。
」

≪
…
や
め
た
い
。
傷
つ
け
た
く
な
い
。
≫

「
そ
う
か
。
そ
れ
が
本
心
か
。
」

≪
助
け
て
く
れ
…
。
≫

「
な
ら
、
俺
が
助
け
て
や
る
よ
。
」

雛
雅
の
背
中
に
背
寄
っ
て
い
た
日
本
刀
を
出
す
。

「
氷
華
爆
憐
衝
！
！
！
！
！
！
」

ひ
ょ
う
か
ば
く
れ
ん
し
ょ
う

「
ウ
ワ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
」

雛
雅
は
日
本
刀
を
直
し
た
。

妖
怪
は
正
気
を
取
り
戻
し
た
が
、
消
え
か
か
っ
て
い
た
。

「
あ
り
が
と
う
な
…
わ
し
を
助
け
て
く
れ
て
…
あ
り
が
と
う
。
」

「
…
ご
め
ん
。
今
度
。
俺
の
教
会
に
遊
び
に
来
い
よ
。
」

「
行
く
さ
…
わ
し
の
大
切
な
命
の
恩
人
…
だ
か
ら
…
。
」
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妖
怪
は
消
え
た
。

ポ
タ
ッ

雨
が
降
っ
て
き
た
。

「
雛
雅
！
」

「
…
そ
っ
か
…
楽
し
み
に
し
て
る
。
」

「
雛
雅
！
大
丈
夫
？
」

「
あ
ぁ
…
大
丈
夫
だ
。
」

「
頭
、
怪
我
し
て
る
じ
ゃ
な
い
！
」

美
麗
が
頭
の
手
当
て
を
す
る
。

「
雨
か
ぁ
、
梗
…
。
」

「
な
ん
だ
？
」

「
俺
は
救
え
た
か
な
？
…
妖
を
…
。
」

「
救
え
た
よ
。
だ
か
ら
、
泣
く
な
。
」

「
…
泣
い
て
な
い
…
。
」

俺
は
、
妖
が
好
き
。

妖
が
消
え
た
り
し
た
ら
、
俺
は
悲
し
い
。

知
ら
な
い
う
ち
に
泣
い
て
し
ま
う
。

だ
け
ど
、
俺
は
…
”
黒
幻
の
陰
陽
師
”
妖
怪
を
斬
る
者
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

黒幻の陰陽師
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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